
大崎 市大崎 市大崎市

『
農
業
委
員
会
新
体
制
ス
タ
ー
ト
』

『
農
業
委
員
会
新
体
制
ス
タ
ー
ト
』

農
地
プ
ラ
ン
」
が
市
町
村
の
策
定
す
る
「
地

域
計
画
」
と
し
て
法
定
化
さ
れ
、
農
地
の
出

し
手
・
受
け
手
の
意
向
把
握
を
も
と
に
、
地

域
で
積
極
的
に
推
進
し
、「
目
標
地
図
」
の

素
案
を
作
成
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
農
業
者
の
代
表
で
あ
る
農
業

委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
各
々

の
使
命
を
果
た
し
つ
つ
相
互
に
連
携
し
、
そ

の
成
果
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
大
崎
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

優
良
農
地
の
確
保
に
万
全
を
期
す
た
め
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
年
々
増
え
続
け
る
遊

休
農
地
や
次
世
代
の
担
い
手
の
育
成
対
策
、

大
崎
耕
土
世
界
農
業
遺
産
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
「
宝
の
都
（
く
に
）
大
崎
」
の
実
現
に

向
け
た
持
続
可
能
な
田
園
都
市
の
創
生
の
対

応
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
の

構
築
を
目
指
し
な
が
ら
、
大
崎
市
の
農
業
振

興
・
発
展
の
た
め
、
当
農
業
委
員
会
は
最
大

限
の
努
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
市

民
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
改
選
に
よ
り
、
農
業
委
員

二
十
六
名
が
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
、
任
命
式

後
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
私

た
ち
が
会
長
と
会
長
職
務
代
理
者
を
拝
命
す

る
こ
と
と
な
り
、
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
二
十
六
名
が
農
業
委
員
会
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
新
た
な
大
崎
市
農
業
委
員
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
全
国
の
農
業
委
員
会
は
現
在
、
担

い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
・

新
規
就
農
の
促
進
を
目
標
に
掲
げ
、「
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

の
深
刻
化
に
加
え
、
国
際
情
勢
や
資
材
単
価

の
高
騰
、
自
然
災
害
な
ど
厳
し
い
状
況
に
お

か
れ
て
お
り
、
改
め
て
食
料
安
全
保
障
体
制

の
強
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
四
月
一
日
に
改
正
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
施
行
さ
れ
「
人
・

　
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
委
員

改
選
後
、
最
初
の
総
会
（
臨
時
）
が
去

る
七
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
、
会
長
、

会
長
職
務
代
理
者
、
各
専
門
委
員
会
の

委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
推
進
委

員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

会　長

佐
さ　さ　き

々木　政
まさ

　直
なお

（古川地域）

会長職務代理者

熊
くま

　谷
がい

　安
やす

　正
まさ

（鹿島台地域）

就

任

の

ご

挨

拶
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小
お

野
の

寺
でら

正
まさあき

晃
（古川地域）

佐
さ

々
さ

木
き

ひろ子
こ

（古川地域）

下
しも

 山
やま

 信
のぶ

 行
ゆき

（鹿島台地域）

佐
さ　さ　き

々木俊
としみち

通
（古川地域）

中
なか

 條
じょう

 泰
やす

 洋
ひろ

（古川地域）

中
なか

 本
もと

 奈
な

 美
み

（古川地域）

齋
さいとう

藤真
ま　り　こ

理子
（鹿島台地域）

只
ただ

 埜
の

 和
かず

 臣
おみ

（松山地域）

中
なか

 森
もり

 昭
しょう

 悦
えつ

（古川地域）

菅
すがわら

原ひろみ
（田尻地域）

高
たか

 橋
はし

 順
より

 子
こ

（古川地域）

佐
さ　さ　き

々木正
まさひこ

彦
（田尻地域）

佐
さ

 藤
とう

 伸
のぶ

 幸
ゆき

（田尻地域）

　 野
の

 久
ひさ

 男
お

（岩出山地域）

白
しら

 川
かわ

 知
とも

 則
のり

（岩出山地域）

菅
すが

 原
わら

 清
せい

 一
いち

（古川地域）

佐
さ

 藤
とう

 裕
ひろ

 之
ゆき

（岩出山地域）

菅
すがわら

原まり子
こ

（岩出山地域）

鈴
すず

 木
き

 　 至
いたる

（古川地域）

 中
ちゅう

 鉢
ばち

 　 守
まもる

（鳴子温泉地域）

布
ぬの

 塚
つか

 幸
こう

 子
こ

（岩出山地域）

 櫻
さくら

 井
い

 正
まさ

 幸
ゆき

（松山地域）

髙
たかはし

橋英
え　り　こ

理子
（鳴子温泉地域）

佐
さ　さ　き

々木　大
ゆたか

（田尻地域）

氏　　名
（地　　域）

農地、農政

農地、企画広報

農地、農政

農地、企画広報

農地、企画広報

農地、農政

農地、農政

農地、農政

農政委員会委員長
農地、農政

農地、農政

企画広報委員会副委員長
農地、企画広報

農地委員会委員長
農地

農地、企画広報

農地、企画広報

役　　職　　名
所属専門委員会

農地、企画広報

農地委員会副委員長
農地

農地、農政 農地、農政

農地、農政
企画広報委員会委員長
農地、企画広報

農地、企画広報

農地、企画広報

農政委員会副委員長
農地、農政

農地、企画広報

農
業
委
員
紹
介

農
業
委
員
紹
介

　

主
に
総
会
で
の
議
案
審
議
の
ほ
か
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
連
携
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
等
の
利

用
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
農
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

※
議
席
順
に
掲
載

こん
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加
か

 藤
とう

 栄
えい

 幸
こう

（古川２地域）

森
もり

 川
かわ

 強
きょう

 一
いち

（古川３地域）

金
かな

 森
もり

 孝
たか

 志
し

（鹿島台地域）

千
ち

 葉
ば

 敏
とし

 昭
あき

（岩出山地域）

門
もん

 間
ま

  　健
けん

（田尻地域）

門
もん

間
ま

すみ子
こ

（古川１地域）

髙
たか

 橋
はし

  　勝
まさる

（古川３地域）

横
よこ

 山
やま

 昌
まさ

 弘
ひろ

（三本木地域）

高
たか

 橋
はし

  　良
りょう

（岩出山地域）

鈴
すず

 木
き

　  要
もとむ

（田尻地域）

佐
さ

々
さ

木
き

恵
え

美
み

（古川１地域）

　 刈
かり

 俊
とし

 継
つぐ

（古川３地域）

相
あい

 澤
ざわ

 光
みつ

 徳
のり

（三本木地域）

高
たか

 橋
はし

 芳
よし

 一
かず

（岩出山地域）

佐
さ

々
さ

木
き

ゆき子
こ

（田尻地域）

今
こん

 野
の

 隆
たか

 之
ゆき

（古川１地域）

渡
わた

 邊
なべ

 正
まさ

 彦
ひこ

（古川２地域）

菅
すが

 井
い

 宏
ひろ

 樹
き

（松山地域）

齋
さい

 藤
とう

 浩
ひろ

 義
よし

（岩出山地域）

伊
い

 藤
とう

 吉
よし

 弘
ひろ

（田尻地域）

氏　　名
（担当地域）

髙
たか

 橋
はし

 秀
しゅう

 一
いち

（古川２地域）

上
うえ

 野
の

　  猛
たけし

（松山地域）

今
こん

 野
の

  　浩
ひろし

（鹿島台地域）
小
こ

 堤
づつみ

 彩
あや

 子
こ

（鹿島台地域）

遊
ゆ

 佐
さ

 幸
ゆき

 広
ひろ

（鳴子温泉地域）
髙
たか

 橋
はし

 信
のぶ

 宏
ひろ

（鳴子温泉地域）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

　

農
地
の
出
し
手
と
受
け
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
現
場
で
の
活
動
を
行
い
、
農
業
委
員
と
連
携
し
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
対
策
な
ど
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

※古川１ … 古川荒雄、敷玉、北浦地区　　　　　　古川３ … 古川宮沢、長岡、富永、清滝地区
　古川２ … 古川志田、西古川、東大崎、高倉地区

くさ
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令
和
五
年
度
　
事
業
計
画

　

第
一
回
定
例
総
会
に
お
い
て
決
定
し
た
事
業

計
画
は
、
次
の
通
り
で
す
。

基　

本　

方　

針

　

本
農
業
委
員
会
は
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の

連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
優

良
農
地
の
確
保
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
地
域

農
業
者
の
代
表
と
し
て
次
の
重
点
事
項
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
相
互

の
連
絡
調
整
の
強
化
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し

た
農
地
集
積
・
集
約
化
の
促
進

②
農
地
と
担
い
手
対
策
、
農
業
・
農
村
の
活
性
化

対
策
に
重
点
を
置
い
た
活
動

③
農
業
を
担
う
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
を
推

進
す
る
た
め
、
女
性
や
若
い
農
業
者
の
登
用
に

向
け
た
会
議
や
研
修
会
の
開
催

④
優
良
農
地
確
保
の
た
め
の
農
地
制
度
の
適
正
執

行
の
推
進

⑤
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
対
策
の
強
化

⑥
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及
と
加
入
推
進
の
強
化

⑦
地
域
農
業
者
へ
の
情
報
提
供
活
動
の
強
化
及
び

農
業
者
等
か
ら
の
意
見
集
約
と
関
係
機
関
等
へ

の
改
善
策
提
案

令和５年７月２０日の臨時総会において、新たな専門委員会（農地委員会・農政委員会・
企画広報委員会）の委員が決定し、各事業計画に取り組んでまいります。

農地委員会（農業委員２４名）　【基本毎月の定例総会の前日に開催】
【主な内容】
　〇定例総会で審議する農地の許認可等の案件の事前調査・内容検討　　〇非農地に係る調査　
　〇農地現状変更届の事後調査　　〇農地転用の事後パトロール確認　等

農政委員会（農業委員１１名）　
【主な内容】
　〇農業者との懇談会、意見の取りまとめ　　〇農作業標準賃金額の検討
　〇農業者年金の加入推進　　　　　　　　　〇市長に対する政策提案
〇農業委員会事務の実施状況等の公表に係る目標及びその達成に向けた活動の点検・評価
〇農地等の利用の最適化の推進に関する指針の策定、意見の提出　等

企画広報委員会（農業委員１１名）　
【主な内容】
　〇農業委員会だよりの発行に係る取材・編集　　〇農業委員会行政視察・各種研修会の立案
　〇全国農業新聞の購読の推進　　〇一日女性農業委員会の開催　等

毎月の定例総会日 定例総会の開催は、毎月25日（25日が土日祝日の場合は、翌平日）

重　

点　

事　

項
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令
和
五
年
度
第
一
回
一
日
女
性
農
業

委
員
会
が
七
月
四
日
に
市
役
所
本
庁
舎

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
か
ら
推

薦
さ
れ
た
女
性
と
大
崎
管
内
の
農
業
科

の
生
徒
、
宮
城
県
農
業
大
学
校
と
宮
城

大
学
事
業
構
想
学
群
地
域
創
生
学
類
の

学
生
の
計
二
十
八
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
ず
委
嘱
状
の
交
付
か
ら
始
ま

り
、
農
業
委
員
会
の
概
要
説
明
や
活
動

内
容
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
講
演
で
は
寒
梅
酒
造
五
代

目
蔵
元
の
岩
﨑
真
奈
氏
を
講
師
に
迎

え
、
会
社
の
概
要
や
震
災
後
の
苦
労
、

現
在
の
取
り
組
み
な
ど
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
会
社
は
地
域
・
人
・
農
業

と
成
長
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
原
材
料
を
地
元
産
に
こ
だ
わ
り
、
ま

た
日
本
酒
造
り
に
加
え
今
年
三
月
「
お

や
つ
工
房
ハ
ル
リ
ッ
カ
」
を
オ
ー
プ
ン

す
る
な
ど
酒
蔵
の
魅
力
を
発
信
す
る
姿

に
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
三
班
に
分
か
れ
意
見
交

換
が
あ
り
女
性
が
抱
え
て
い
る
農
業
に

対
す
る
思
い
や
問
題
な
ど
活
発
な
議
論

が
さ
れ
ま
し
た
。
加
美
農
業
高
校
の
米

の
消
費
に
対
す
る
取
り
組
み
や
宮
城
大

学
の
学
生
に
よ
る
【
農
業
×
〇
〇
】
と

い
っ
た
掛
け
合
わ
せ
に
よ
る
視
点
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
農
業
を
盛
り
上
げ
る

考
え
方
、
女
性
の
農
業
参
入
に
お
い
て

も
っ
と
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
ほ
し

い
な
ど
、
様
々
な
意
見
・
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
女
性
委
員
の
声
を

ま
と
め
政
策
提
案
と
し
て
大
崎
市
に
提

出
さ
れ
ま
す
。

　

昨
今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
世
界
情

勢
の
問
題
、
激
甚
化
す
る
災
害
な
ど
で

食
料
安
全
保
障
と
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

な
ど
の
面
で
国
内
農
業
の
重
要
性
が
高

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
後

継
者
・
担
い
手
不
足
、
資
材
・
肥
料
の

高
騰
な
ど
取
り
巻
く
状
況
も
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
女
性
の
更
な
る
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
第
二
回
一
日

女
性
農
業
委
員
会
で
は
、
さ
ら
に
輝
き

を
増
し
た
女
性
委
員
の
皆
さ
ん
に
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

取
材　

�

佐
々
木　

俊
通�

委
員

�

　

※
後
援
「
み
や
ぎ
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ス
21
」

一
日
女
性
農
業
委
員
会
開
催

一
日
女
性
農
業
委
員
会
開
催
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詳しい年金額
シミュレーションは
こちら⇒

農業者年金は
今のあなたと老後のあなたを応援します

加入資格は３つだけ
①年間60日以上農業に従事 ②65歳未満 ③国民年金第１号被保険者（保険料納付
免除者を除く）（ただし、60歳以上は、国民年金の任意加入被保険者）

内容やご相談は、最
寄りの農業委員会ま
たはJAへお問い合わ
せください。

ポイント33 税制面で大きな「優遇措置」
ポイント22 一定の要件を満たす方には「保険料の国庫補助」
ポイント11 農業者なら誰でも入れる「終身年金」

三
本
木
地
域　

相
澤
一
輝
さ
ん
（
二
十
一
歳
）

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

　

二
年
前
に
農
業
大
学
校
水
田
経

営
学
部
を
卒
業
し
就
農
さ
れ
た
一

輝
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

経
営
規
模
は
水
稲
十
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
・
大
豆
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
・

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
０
・
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。
就

農
し
て
二
年
目
、
毎
日
楽
し
く
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
小
さ
い
時
か

ら
父
親
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
一

輝
さ
ん
は
四
人
兄
弟
の
長
男
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
自
然
と
農
業
の

道
を
進
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

最
近
は
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
に
入
り

仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
ろ
ん
な

関
わ
り
が
増
え
充
実
し
て
い
ま

す
。
格
納
庫
に
は
大
型
の
ト
ラ

ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
等
が
所

狭
し
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
取

材
当
時
は
五
月
の
末
で
ト
ラ
ク

タ
ー
に
は
整
地
用
ロ
ー
タ
ー
が

取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
も

な
く
大
豆
の
播
種
作
業
に
入
る

よ
う
で
す
。

　

今
後
の
展
望
は
規
模
拡
大
で

受
託
面
積
も
増
や
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
露
地
野
菜
な
ど
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
抱
負

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
若
々
し
く
て
素
晴
ら

し
い
青
年
で
し
た
。
今
度
お

じ
ゃ
ま
す
る
と
き
は
農
業
者
年

金
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

取
材

�

　

小
関　

芳
樹　

前
委
員

農
業
者
年
金
受
給
者
の
声

　

鬼
首
地
域
原
台
に
お
住
ま
い
の
顯

さ
ん
は
、
稲
作
農
業
を
や
め
、
今
は

森
林
の
徐
間
伐
作
業
を
請
け
負
っ
て

い
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
の
は
、

旧
年
金
制
度
の
頃
で
、
二
十
七
歳
の

時
に
将
来
の
た
め
に
と
自
ら
掛
け
始

め
ま
し
た
。「
若
い
頃
は
、
月
二
万

円
ほ
ど
の
掛
金
は
少
々
負
担
だ
っ
た

が
、現
在
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

今
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
。」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

釣
り
・
音
楽
鑑
賞
・
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
・
バ
ン
ド
活
動
な
ど
多
趣
味
な

顯
さ
ん
は
年
金
を
趣
味
や
嗜
好
に

使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
掛
け
て
て

良
か
っ
た
と
自
慢
の
ギ
タ
ー
を
弾
い

て
く
れ
ま
し
た
。　

　
　
　
　

取
材

　
　
　
　

�

髙
橋　

英
理
子　

委
員

鳴子温泉地域

中　鉢　　　顯
あきら

 さん
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〈現況〉

【目標地図イメージ】

〈当初　目標地図〉 〈将来　目標地図〉

離農
したい

徐々に完成度を
高めていきましょう

拡大
したい

農地等利用状況調査を実施しています
　遊休農地や農地の無断転用の実態を把握

するため、７月から９月にかけて農業委員

会による農地の利用状況調査を実施してい

ます。

　調査の結果、遊休農地の所有者等に対し

「利用意向調査」を実施するほか、新たに

遊休農地や、農地法の許可を受けずに宅地

や資材置場などに利用している農地が確認

された場合は、健全な農地の維持と有効活

用を図るため、該当農地の所有者・使用者

へ指導を行います。

　農地に関する貸借や売買、転用などについ

ては地域の農業委員、農地利用最適化推進委

員、又は農業委員会事務局にご相談ください。
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大崎市農業委員会事務局 ☎２３－２２１９

　

八
月
一
日
（
八
月
朔
日
）
と
書
い
て

「
ほ
づ
み
」
さ
ん
と
お
読
み
す
る
苗
字

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、
旧
暦
の
八

月
一
日
（
現
在
の
九
月
上
旬
）
は
ち
ょ

う
ど
お
米
の
収
穫
時
期
に
あ
た
り
、
自

然
災
害
の
洪
水
等
に
よ
り
農
作
物
に
被

害
が
出
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　

そ
こ
で
稲
の
穂
を
摘
ん
で
神
様
に
お

供
え
し
、
台
風
の
被
害
も
な
く
、
お
米

が
豊
作
と
な
り
、
無
事
に
収
穫
が
で
き

る
よ
う
祈
願
し
て
い
た
こ
と
が
由
来
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

私
の
暮
ら
す
鹿
島
台
地
域
で
も
幾
度

と
な
く
大
き
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
家

屋
や
農
作
物
、
家
畜
な
ど
に
も
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
た
び
に
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支
援

を
賜
り
、
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
前

に
進
み
続
け
て
来
ま
し
た
。
先
人
た
ち

に
も
大
変
な
苦
労
が
あ
り
必
死
で
守
り

続
け
て
き
た
田
畑
が
、
今
の
私
た
ち
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ

て
も
農
地
を
そ
し
て
農
業
を
守
り
続

け
、
未
来
へ
繋
げ
て
行
く
こ
と
が
私
た

ち
農
業
委
員
の
務
め
で
も
あ
り
ま
す
。

日
々
研
鑽
を
重
ね
自
分
の
役
割
を
し
っ

か
り
果
た
せ
る
よ
う
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。
微
力
で
す
が
、
ま
ず
は
稲
穂
を
お

供
え
し
豊
作
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

一
望
為
豊
田
。
ま
も
な
く
待
望
の
稲

刈
が
始
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

下
山　

信
行　

委
員

松山事務所 ☎55-2111 　　三本木事務所 ☎52-2112
鹿島台事務所 ☎56-7111　 　岩出山事務所 ☎72-1211
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